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2 0 1 8年度最初の「理学部ニュース」をお届けしま
す。本号から「専攻の魅力を語る」の連載が始ま
りました。それぞれの専攻・学科の特徴や個性を，
研究と教育の両面から語ってもらおう，という企
画です。おもに個別のトピックを取り上げる他の
連載とは違った切り口で，理学部・理学系研究科
の活動を見渡して頂こうという意図です。それと
合わせる形で，表紙写真では各専攻の研究装置や
それを使用している風景を取り上げます。なお「理
学部ニュース」は今年度，前身の「理学部弘報」創
刊から数えて 5 0周年を迎えることになります。と
いうことで，ちょっとしたマークをさりげなく（?）
表紙に配置しています。編集委員会も新しくなり
ました。私，安東が編集委員長になり，編集委員
に桂法称さん，後藤佑樹さんが加わりました。一同，
力を合わせてさらに魅力的な誌面をつくっていき
たいと思います。今年度もよろしくお願いします。
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